
海老名市中学生ヤングケアラー実態調査結果について 

（令和４年１月 17 日～１月 28 日実施） 

 海老名市教育委員会が海老名市立中学校６校に依頼して実施した市の独自調査です。 

結果から、本市中学校生徒の実態を把握し、その問題について明らかにしていくことで、

今後の支援策等を検討していくための資料とすることが目的です。 

１ 調査対象と回答者数 

対象者数…3,363人（海老名市立中学校全生徒） ・ 回答者数…3,012人（回答率89.6％） 

２ 調査結果 

◎この件に関する問い合わせ 

海老名市 教育部 教育支援課 電話 046・234・8764 

令和４年５月 25 日 
市長定例記者会見資料 

教育部教育支援課 

「家族を世話している」中学生 

35人に1人の割合 【全体の2.82％】 

① きょうだい 55.3％ 

② 母親    31.8％ 

③ 祖母    14.1％ 

① 家事（掃除・洗濯）  43.5％

② 外出の付き添い    30.6％ 

③ 入浴やトイレの世話  28.2％ 

世話の対象 世話の内容

＜厚労省の調査＞ 
17人に１人（中学２年生）
15人に１人（小学６年生）

① ほぼ毎日  44.7％ 

② 週３～５日 22.4％ 

③ 週１～２日 17.6％ 

世話の頻度

① 特にない       64.7% 

② 自分の時間がとれない  18.8% 

③ 勉強の時間がとれない  11.8% 

※ 遅刻・早退 5.9%  欠席になる 2.4%

世話による影響

自分は「ヤングケアラー」？

当てはまる 30.6％

当てはまらない 35.3% 

わからない 32.9％ 

① ある    17.7％ 

② ない    74.1% 

悩みを相談した経験

＜相談しなかった理由＞ 
誰かに相談するほどの悩み
ではない 85.7% 

〇どのクラスにもいるという認識必要。

〇生徒の「ヤングケアラー」についての

認知度は、依然として低い。 

【7月】 

小５～中３にリーフレット配付。 

【11月】 

 小５～中３の実態調査を実施。 

調査結果から 令和4年度の取組


